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先日の定期総会において、後援会会長のご指名
を頂きました、中村春彦と申します。どうぞよろ
しくお願いいたします。
私は明誠高校の所在する上野原市に在住して
います。したがって明誠高校の生徒たちと接する
機会も多く、今年、2月の大雪の際には、国道20
号などでスコップを手に雪掻きをしている生徒
を多く見かけました。「ご苦労さん！ありがとう
ね！」と、声をかけましたが、本当に頭の下がる
想いでした。また、下校時にコンビニ袋を手に、
空き缶などを拾いながら駅に向かう生徒を見かけ
ることも多々あります。上野原市民の一人として
このような活動を地道に行っている生徒たちと、
その教育指導をしていただいている教職員の皆様
に、心から感謝を申し上げます。
今後もこのようなボランティア精神を育む学
校の教育方針に敬意を表し、私たち後援会もチー
ム明誠の一員として、生徒たちの学園生活をサ
ポート出来るよう、支援活動を行いたいと思って
おりますので、どうぞよろしくお願いいたしま
す。
では、ここで、後援会の活動について一部では
ありますがご紹介いたします。

●誠祭（学園祭）でのバザー開催
昨年の誠祭はグラウンドの人工芝化にちなん
で「Re：make～人工芝はじめました～」をテー

マに開催されました。ここでのバザーは、生徒た
ちが日頃お世話になっている地域の皆様や、生徒
たちを見守ってくださっている方々とのコミュ
ニケーションを目的とし、地元上野原の方々にも
毎年楽しみにしていただいている催しです。この
バザーをきっかけに、誠祭にさらに彩りを添えら
れたらと思います。今年の誠祭は9月13・14日
（土・日）に行われますのでご協力よろしくお願
いいたします。
●強歩大会への支援
毎年2月の寒い中で行われる強歩大会では、
コース管理や生徒への声援、豚汁作りを行いま
す。昨年は大雪の影響で強歩大会は中止となりま
したが、例年は、約1000人分の豚汁を作り、ゴー
ルした生徒たちに振る舞います。豚汁の温かい味
わいで、生徒たちの頑張りを讃えてあげたいと
思っています。
●卒業謝恩会の開催
卒業式の後、3年間お世話になった先生方に感
謝の気持ちを伝えるために謝恩会を開催いたしま
す。子供たちの3年間の学園生活のいろいろな思
い出話やエピソードを直接先生からお聞きし、あ
らためて先生方にお礼と感謝の意を伝えられる会
にしたいと思います。
●その他、研修会（日本大学学部見学）や、後援会支
援行事の様子などを皆様にお伝えする広報誌の発
行や、学校HPへの情報提供などを行います。
このように後援会は、学校行事を支援しなが
ら、生徒たちの学校生活がさらに充実するような
環境づくりを、教職員の皆様とともに目指して行
きたいと考えています。
保護者の皆様のご理解と、積極的なご参加、ご
協力のほどを、よろしくお願い申し上げます。
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中村 春彦 会長　佐藤 智 二学年担当副会長

長田直昭 一学年担当副会長

平成26年度後援会会長就任挨拶 会長　中村　春彦



橋都前校長先生が定年でご退職され、その後任
として本年度校長に就任いたしました。どうぞよ
ろしくお願いいたします。私は八王子で生まれ育
ち、本校の英語教師として教師生活を始めて以来
早32年が過ぎました。私が教師になった頃は、全
校生徒は約1,400名（昭和50年頃は全校約2,000
名を擁していました）でしたが、女子が少なく、

全体の10％にも満たない数でした。平成2年に制
服を改定したことも影響して、女子が20％を超
えるようになり、明るく、華やいだ雰囲気になっ
てきました。少子化の影響もあり、現在の生徒数
は往時に及ぶべくもありませんが、この4月、新
入生373名を迎えて平成26年度がスタートし
ました。全校生徒数929名で、男子681名、女子
248名（約27％）です。
   「明るく、楽しく、安全で安心な学校の確立」を
モットーに、教職員一丸となって教育活動に取り
組んでいます。生徒たちも生き生きと学校生活を
送っています。昨年度はグラウンドの人工芝化
が成り、教育環境を徐々に整えつつあります。後
援会、同窓会の皆様のご協力を頂き、明誠高校を
ますます充実した学校にしていきたいと思いま
す。今後とも、ご支援のほど、よろしくお願い申
し上げます。
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ごあいさつ 学校長　前嶋　俊夫
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 球技大会 4月25日

3年男子　サッカー

3年女子　バスケットボール
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 球技大会 4月25日

1年男女　ドッジボール

2年男子　バレーボール

2年女子　キックベースボール



二度にわたる記録的な雪の残る中、平成26年
3月1日、平成25年度日本大学明誠高等学校卒業
証書授与式が挙行されました。卒業証書授与式終
了後、恒例の後援会主催による卒業謝恩会に臨む
ため、教職員、保護者はバスに分乗して会場とな
る京王プラザホテル八王子へ移動致しました。
“ありがとうございました”と別れを惜しむ卒業
生から先生方を急がせて、ご出席頂きましたこと
申し訳ない思いでした。
総勢140人余りの出席者が待ち構える中、3学
年主任の菅原先生、各クラス担任が入場して卒業
謝恩会がスタート致しました。会場では各クラス
のテーブルで保護者はそれぞれの思いを抱いて
先生方への感謝の気持ちを伝える
べく歓談致しました。途中、卒業
予餞会時に映された3年先生方に
よる卒業生への愛情こもった“恋
のフォーチュンクッキー”がスク
リーンに流れ、爆笑の会場となり
和やかな謝恩会となりました。
しばらくして、会のメインイベン 

トである3学年担当の先生方への記念品の贈呈が
行われました。壇上では突然に指名された保護者
からの面白いお礼の言葉を添えて先生方に記念品
と花束をお渡し致しました。先生方からは、エピ
ソードを交えたご挨拶をいただいて会は楽しく盛
り上がりました。卒業生保護者の感謝の気持ちを
十分伝えることが出来る会になったと思います。
最後になりますが、会を運営するために協力し

て下さった後援会役員、
委員、また、会員皆様に
紙面をお借りしてお礼
を申し上げます。あり
がとうございました。
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 平成25年度卒業謝恩会を振り返って 後援会副会長　西村博和



平成25年度卒業謝恩会　3月1日
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後援会からのお知らせ

謝恩会のお知らせバザー協力のお願い

― 14 ―

～あとがき～
今年度は人数も増え、さらにパワーアップしたメ
ンバーでスタートいたしました。昨年度は大雪で編集
会議が開けないというアクシデントを乗り越えての
発行となりました。今年度も楽しい誌面作りや、学校
ホームページへの情報提供に部員一同努力してまいり
ます。どうぞ宜しくお願い致します。（広報部員一同）

毎年バザー用品のご協力をお願
いしております。本年は9月13日、
14日の開催となります。ご家庭の
未使用品等のご提供をお願い致し
ます。

卒業式終了後に後援会主催の謝恩会
を本年度も開催致します。
お世話になった教職員の方々に感謝

の気持ちを伝えませんか。3年生の保
護者の皆様、たくさんのご参加をお待
ちしております。

ちょこっとクイズの正解
第１問：水野 正実 先生　第２問：大神田 久 先生　第３問：菅原 由紀子 先生　第４問：奥秋 昭蔵 教頭先生

 　　誠祭・バザー協力の御礼 誠祭バザー実行委員長　中村春彦

昨年9月14日、15日の誠祭での「バザー・お茶処」の開催において、後援会会員・教職
員・後援会OBの皆様方には、バザー用品の提供及びお手伝いのご協力を賜り誠にありが
とうございました。
例年はバザーの売り上げを強歩大会の時のおにぎり代にあてさせて頂いておりました
が、強歩大会中止の為、その売り上げで展示パネル2台、ハチマキ1000本を寄付させて
頂きました。


